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1. r環境を通した保育jから生み出される問い
私は鳴門教育大学に赴任しでもうすぐ丸5年になる。その問，さまざまなプロジェクト等に関わ
らせていただいたが，その中でもとりわけ大きなインスピレーションを得ているのは，附属幼稚園 i 
における保育実践の観察と，その研究会である。研究会は幼稚園の保育者，小学校の先生，大学院 j 
生，大学の教員などさまざまなメンバーで随時，構成されている。研究会で行われる保育のカンフ
ァレンスは，オープンな雰囲気の中で進められつつも，鋭い切り口によって常に参加メンバーの教
育観・保育観が揺さぶられる時間であり，幼稚園や小学校での実際の保育・教育経験をもたない私
にとっては，教育の具体に触れることができる特に有意義な場所である。附属幼稚園は伝統的に「環
境を通した保育Jを行っており，子どもの生活の中心は自由で自発的な遊び活動である。保育者は
子どもたち一人ひとりの育ちを見取りつつ，育ちの状況や季節，社会的な出来事を考えて，さまざ
まな「保育環境」をつくる。その中で子どもたちは，自ら好きな遊びを見つけ，保育者や友だちと 1 
共にそれらの遊びに没頭する。自然物を用いた屋外でのごっこ遊びゃ色水遊び，のこぎりや金槌を
使ってつく るミニチュア・ハウス，紙とセロハンでできたステンドグラスづくり 自分たちでルー
ルを決めていくリレーやサッカー・・・。子どもたちは，保育者の整えた環境の中で遊び学びつつ
も，保育者によって何かを強制されるのではない。子どもは保育者や他の友だちと相談し助けを求
めつつ，遊びの内容や工夫，時間などを自ら決め，自ら「環境Jや「生活Jを作り上げていく。カ
ンファレンスで幼稚園や小学校の先生方が「子どもってすごいねえ。おもしろいねえ。Jと発言され -i
るのをよく耳にする。それは，教師の側の枠におさまらない子どもの育ちの力を見出したときの驚 j 
きと喜びの声である。子どもの育ちを細やかで，それでいて大きく多様な視点を持つ保育者だから
こそできる発言である。私はカンファレンスに参加しつつ， i子どもってすごいJと言う先生方を「す な
ごいJと思う日々である 1)。
私は子どもたちの遊びゃ，幼稚園の先生方との研究会を通して，以下の点について考える契機を 同
与えていただいた。それは子どもの経験と知識の関係をどのように考えるか 子どもの自発性とは 1m 
何か，自発的である子どもに教師はどのようにかかわるのか，子どもの興味と教師の教育的意図は 市
どのような関係にあるのか，あるいは，個々の子どもの育ちと他者との関係をどのようにとらえる ;?の
か，ということなどである。これらの問いは教育のもつ多義的側面を考察する上で，大きな問題に ih 
つながっていると考えられる。それは，自発的で自然に育つ子どもに教師はどのようにかかわるか， j i|: 
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という問題である 2)。さらにそれは歴史的には，アメリカ進歩主義教育や新教育をめぐる大きなテ
ーマでもある。私はこれまで，このことについて，マリエッタ。ジヨ〉ソツを中心にしたアメリカ
進歩主義教育の歴史3)と， G. H. ミードを中心としたプラグマテイズムの教育引を通して考察し
てきた。
2。研究の二つの位相をめぐって
ジョンソンは， 1907年にアメリカの南部，アラバマ州のフェアホープという町に， rオーガニッ
ク教育の学校Jを作り，進歩主義教育を行った人物である。この学校では，手工教育や自然教育，
ストーリー。テリング，ダンスなどの子どもの自発的な経験活動を中心に した教育が行われており，
小学校低学年までは公式には読み書きは教えられていなかった。アメリカ進歩主義教育の多様な実
践の中で，特にジョンソンに注目した理由の一つに，彼女が特殊な教育方法や教育教材を用いるこ
となく，人間の「自然なJ営みの中に教育のプロセスを見いだそうとした，ということが挙げられ
る。それは，教師の教育的意図にもとづいたさ まざまな教育環境を準備することと，子どもの自発
的学びが同時に成立していたダイナミックな実践であるといえよう。
アメリカの進歩主義教育の歴史について，現代の日本に自 らの軸足をおきつつ研究することの意
義を問われることは多い。しかし私がこの研究を通して目的とすることは，当時の教育から直接的
な示唆や教育内容，教育方法を引き出し現代に適用しようとすることではない。彼女の教育思想や
教育実践についての具体的記述の一次資料から，彼女の教育の中心概念を抽出することが，自
発的に「自然に」育つ子どもを教育する，という現代の教育。保育においても基点となっている問
いについて考える視点を与えてくれるのだ。ジョンソンの学校は現在も存続している。この教育実-
践を分析することは，歴史と現代を結び，ジョンソンの教育思想、を問い直すことにもつながるであ
?
??
?
?
ろう 5)。
?
?
??
?
?
?
? ?
?
?
??
?
???
一方で私は，これまでミードの相互作用論，自我理論を検討し子どもと教師の関係性について
の考察に援用してきた。ミードは，周知の通り 20世紀初頭のアメリカのプラグマテイストである。
彼の相互作用論，自我理論は，子どもが物事や出来事を認識し意味を生成するプロセスや、自我生
成のプロセスを他者との関係性の中で考えている，という点で非常に示唆に富む。彼によると自我
は個人の中にアプリオリに存在するのではなく，他者の態度を取得した rmeJと，自らの主体的側
面 iIJから成り立っているの
このことを敷街して考えると，教師は子どもにとって知的に，あるいは人間的に、 あらゆる点に
おいて， r意味ある他者Jになることができたときに，子どもの rmeJに影響を及ぼすことができ
るだろう。そこで注目されるのが，子どもの rIJである。 iIJはそれぞれの子どもがもっ主体性.
新奇性，行為の方向性などをあらわす部分であり，さまざまな他者との関わりによって形作られる
r meJを統合する求心力となる部分でもある。つまり未知数で不確定な部分をもった子どもとそれ
にかかわる教師との関係をどのように考えていくか，という問題がここで浮き彫りになる。これま
での研究においては，ミードによる教育への関わりも若干，触れられてきたが，彼の理論を現代の
子どもと教師の関係性についての考察に援用する，という試みが中心であった。ミードが当時，教
育についてどのように考え，教育にどのようなかかわりをもっていたかという ことについてのさら
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なる詳細な検討は今後の課題である。ミードをさらに深く検討し，彼が子どもをどのように理解し
ていたかということを，当時の文脈において明らかにする必要があろう。
ジョンソンとミードは同時代のアメリカに生きているものの，直接かかわりがあったわけではな
い。しかし両者は進歩主義教育とプラグマテイズムの巨匠デ、ューイと親交をもっていた。ジョンソ
ンは進歩主義教育実践のフィールドで，ミードはプラグマテイズムのフィールドで「子ども」や「人
間Jを動的な眼差しでとらえていたのである。両者についての研究を通じて進歩主義教育とプラグ
マテイズムの関連の一端も明らかになるのではないだろうか 6)。また，附属幼稚園での現代の子ど
もや保育実践への関わりと，アメリカの教育思想史・教育方法史，さらには教育理論研究は，私に
とって不可分のものである。今後とも二つの位相から，子どもの自発的で「自然なJ育ちに教師が
いかにかかわるのかという聞いの本質について考えていきたい。
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1) 附属幼稚園が取り組んだ幼小連携のカリキユラム開発研究については，佐々木宏子・鳴門教育
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